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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
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【 補 正 の 内 容 】
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【 請 求 項 １ 】

【 請 求 項 ２ 】
Ｒ Ｎ Ａ を 含 む 生 物 学 的 か ら 、 実 質 的 に 純 粋 お よ び 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 精 製 す る
た め の 方 法 で あ っ て 、 以 下 の 工 程 ：
（ ａ ） 該 生 物 学 的 材 料 と

塩 を 含 有 し 、 約 ７ よ り 大 き い ｐ Ｈ で 緩 衝 化 さ れ 工 程 ；
（ ｂ ） 該 混 合 物 と 固 体 支 持 体 を 接 触 さ せ る 工 程 で あ っ て 、 そ の 結 果 、 該 混 合 物 中 の 実 質 的
に 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 含 む 核 酸 が 固 体 支 持 体 と 優 先 的 に 結 合 す る 、 工 程 ；
（ ｃ ） 結 合 し た 実 質 的 に 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 含 む 核 酸 以 外 の 生 物 学 的 を 除 去 す
る た め に 、 該 固 体 支 持 体 を 一 連 の Ｒ Ｎ Ａ 洗 浄 溶 液 で 洗 浄 す る 工 程 で あ っ て 、 こ こ で 該 一 連
の 洗 浄 溶 液 が 、 ア ル コ ー ル お よ び 濃 度 が 少 な く と も １ Ｍ の 塩 を 含 む 第 一 洗 浄 な ら
び に ア ル コ ー ル 、 緩 衝 剤 お よ び 必 要 に 応 じ た キ レ ー ト 剤 を 含 む 第 二 洗 浄 を 含 む 、 工 程 ； な
ら び に
（ ｄ ） 実 質 的 に 純 粋 お よ び 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 得 る た め に 、 Ｒ Ｎ Ａ 溶 出 溶 液 を 用 い
て 、 該 結 合 し た 実 質 的 に 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 該 固 体 支 持 体 か ら 優 先 的 に 溶 出 す る 工
程 ；
を 包 含 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
Ｒ Ｎ Ａ を 含 む 生 物 学 的 材 料 か ら 、 実 質 的 に 純 粋 で あ り か つ 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 精 製
す る た め の で あ っ て 、 以 下 の 工 程 ：
（ ａ ） 該 生 物 学 的 材 料 と Ｒ Ｎ Ａ 溶 解 ／ 結 合 溶 液 を 混 合 す る 工 程 で あ っ て 、 該 Ｒ Ｎ Ａ 溶 解 ／
結 合 溶 液 が 、 両 親 媒 性 試 薬 、 お よ び 塩 を 含 む 、 工 程 ；
（ ｂ ） 該 生 物 学 的 材 料 を 該 Ｒ Ｎ Ａ 溶 解 ／ 結 合 溶 液 で 溶 解 す る 工 程 で あ っ て 、 実 質 的 に 分 解
さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 含 む 核 酸 お よ び 非 核 酸 生 物 学 的 物 質 を 含 む 溶 解 物 を 形 成 す る 、 工 程
；

生 物 学 的 材 料 を 溶 解 す る こ と に よ っ て 放 出 し た Ｒ Ｎ Ａ を 精 製 す る 固 相 法 で あ っ て 、 該 方 法
は 、 固 体 支 持 体 に 該 放 出 し た Ｒ Ｎ Ａ を 結 合 さ せ る 工 程 ； 不 純 物 を 洗 浄 す る 工 程 ； お よ び 該
精 製 さ れ た Ｒ Ｎ Ａ を 溶 出 す る 工 程 を 包 含 し 、 リ チ ウ ム 塩 を 含 む 溶 液 が 、 該 結 合 工 程 お よ び
洗 浄 工 程 に お い て 使 用 さ れ る 、 方 法 。

材 料
、 請 求 項 １ に 記 載 の

Ｒ Ｎ Ａ 溶 解 ／ 結 合 溶 液 と を 混 合 す る 工 程 で あ っ て 、 該 Ｒ Ｎ Ａ 溶 解
／ 結 合 溶 液 は 、 リ チ ウ ム る 、

材 料

リ チ ウ ム

、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法

リ チ ウ ム



（ ｃ ） 該 溶 解 物 を 固 定 化 し た 固 体 支 持 体 に 接 触 さ せ る 工 程 で あ っ て 、 そ の 結 果 、 該 溶 解 物
中 の 実 質 的 に 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 含 酸 が 該 固 体 支 持 体 と 優 先 的 に 結 合 す る 、 工
程 ；
（ ｄ ） 実 質 的 に 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 含 む 、 結 合 し た 核 酸 以 外 の 生 物 学 的 材 料 を 除 去
す る た め に 、 該 固 体 支 持 体 を 一 連 の Ｒ Ｎ Ａ 洗 浄 溶 液 で 洗 浄 す る 工 程 で あ っ て 、 こ こ で 該 一
連 の 洗 浄 溶 液 が 、 ア ル コ ー ル お よ び 濃 度 が 少 な く と も １ Ｍ の 塩 を 含 む 第 一 洗 浄 、
な ら び に ア ル コ ー ル 、 緩 衝 剤 お よ び 必 要 に 応 じ た キ レ ー ト 剤 を 含 む 第 二 洗 浄 を 含 む 、 工 程
； な ら び に
（ ｅ ） 実 質 的 に 純 粋 お よ び 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 得 る た め に 、 Ｒ Ｎ Ａ 溶 出 溶 液 を 用 い
て 、 該 結 合 し た 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 該 固 体 支 持 体 か ら 優 先 的 に 溶 出 す る 工 程
を 包 含 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】

【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】

【 請 求 項 ８ 】

【 請 求 項 ９ 】

【 請 求 項 １ ０ 】

【 請 求 項 １ １ 】

【 請 求 項 １ ２ 】

【 請 求 項 １ ３ 】
核 酸 を 単 離 お よ び 精 製 す る た め の 処 方 物 で あ っ て 、 以 下 ：
　 少 な く と も 約 １ Ｍ の 濃 度 で あ る リ チ ウ ム 塩 、
　 洗 浄 剤 、
　 緩 衝 剤
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む 核

リ チ ウ ム

前 記 Ｒ Ｎ Ａ 溶 解 ／ 結 合 溶 液 を 前 記 固 体 支 持 体 に 直 接 的 に 適 用 し 、 そ の 後 、 前 記 固 体 支 持 体
上 で 乾 燥 さ せ る 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 方 法 。

各 溶 液 中 の 前 記 リ チ ウ ム 塩 は 、 塩 化 リ チ ウ ム ま た は 臭 化 リ チ ウ ム で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

前 記 リ チ ウ ム 塩 が 、 塩 化 リ チ ウ ム で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。

前 記 リ チ ウ ム 塩 が 、 ４ ～ １ ０ Ｍ の 範 囲 の 濃 度 で 各 溶 液 に 存 在 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

前 記 固 体 支 持 体 が 、 シ リ カ ベ ー ス の 支 持 体 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。

前 記 シ リ カ ベ ー ス の 支 持 体 が 、 ホ ウ ケ イ 酸 塩 で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。

請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ る 方 法 に お い て 使 用 す る た め の キ ッ ト で あ っ て 、
該 キ ッ ト は 、 以 下 ：
生 物 学 的 試 料 か ら 実 質 的 に 純 粋 で あ り か つ 分 解 さ れ て い な い Ｒ Ｎ Ａ を 調 製 す る 指 示 手 段 、
別 個 の 溶 液 と し て か 、 ま た は 、 固 体 支 持 体 上 に 前 処 理 さ れ た も の の い ず れ か で あ る Ｒ Ｎ Ａ
溶 解 ／ 結 合 溶 液 、 Ｒ Ｎ Ａ 溶 解 ／ 結 合 溶 液 で 処 理 し て い な い か ま た は 処 理 し た か の い ず れ か
で あ る 固 体 支 持 体 、 Ｒ Ｎ Ａ 洗 浄 溶 液 な ら び に Ｒ Ｎ Ａ 溶 出 溶 液 を 備 え る 、 キ ッ ト 。

Ｒ Ｎ Ａ を 精 製 す る 固 相 法 に お け る 処 方 物 の 使 用 で あ っ て 、 該 処 方 物 は 、 少 な く と も １ Ｍ の
濃 度 の リ チ ウ ム 塩 、 界 面 活 性 剤 お よ び 緩 衝 液 を 含 み 、 該 固 相 法 は 、 生 物 学 的 材 料 を 溶 解 し
て Ｒ Ｎ Ａ を 放 出 す る 工 程 、 固 体 支 持 体 に 該 放 出 し た Ｒ Ｎ Ａ を 結 合 さ せ る 工 程 ； 不 純 物 を 洗
い 流 す 工 程 ； お よ び 該 精 製 さ れ た Ｒ Ｎ Ａ を 溶 出 す る 工 程 を 包 含 し 、 該 固 体 支 持 体 は 、 シ リ
カ ベ ー ス の 支 持 体 で あ る 、
使 用 。

前 記 シ リ カ ベ ー ス の 支 持 体 が ホ ウ ケ イ 酸 塩 で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 使 用 。

、
　 キ レ ー ト 剤 、 な ら び に
　 少 な く と も １ つ の 還 元 剤 お よ び タ ン グ ス テ ン 酸 塩



を 含 む 、 処 方 物 。
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